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C
olum

n

　綾
手
づ
く
り
ほ
ん
も
の
セ
ン
タ
ー
周

辺
に
、
ク
イ
ズ
形
式
で
楽
し
み
な
が
ら

樹
木
の
名
前
や
特
徴
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
プ
レ
ー
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
宮
崎
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
（
宮
崎
市
）
の
社
会
奉
仕
委
員
会
か

ら
、
綾
町
の
照
葉
樹
林
の
保
護
・
育
成

活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
贈
ら
れ
た
寄

付
金
に
よ
り
、
５
年
か
け
て
町
内
５
ヵ

所
に
順
次
整
備
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　プ
レ
ー
ト
に
は
、
葉
の
写
真
と
と
も

に
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
木
の
特
徴
や
名
前
の

由
来
が
説
明
さ
れ
て
い
て
、
子
ど
も
も

読
め
る
よ
う
に
振
り
仮
名
が
併
記
し
て

あ
り
ま
す
。
自
然
に
親
し
み
、
自
然
を

守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
た
め
に
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　役
場
周
辺
で
ヤ
モ
リ
と
イ
モ
リ

を
見
つ
け
ま
し
た
。皆
さ
ん
、違
い

が
分
か
り
ま
す
か
？

　ヤ
モ
リ
は
爬
虫
（
は
ち
ゅ
う
）

類
。夜
行
性
で
、ざ
ら
ざ
ら
し
た
触

り
心
地
で
す
。民
家
周
辺
に
生
息

し
て
い
て
、害
虫
を
食
べ
ま
す
。

　一
方
、イ
モ
リ
は
両
生
類
。昆
虫

や
ミ
ミ
ズ
を
食
べ
る
水
生
生
物

で
、体
表
が
ヌ
ル
ヌ
ル
し
て
い
ま

す
。井
戸
や
池
な
ど
水
の
あ
る
と

こ
ろ
を
守
る
よ
う
に
住
ん
で
い
る

た
め
、「
井
守
」と
書
き
ま
す
。

　写
真
の
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
は
日

本
の
固
有
種
で
、腹
部
が
鮮
や
か

な
赤
と
黒
の
斑
点
模
様
に
な
っ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。全
国
的
に

見
る
と
市
街
地
な
ど
で
個
体
数
が

減
少
し
て
お
り
、環
境
省
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
に
絶
滅
危
惧
種
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。イ
モ
リ
が
生

息
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、水

辺
が
豊
か
に
な
っ
て
き
た
証
拠
で

す
。さ
ま
ざ
ま
な
生
き
も
の
が
住

む
豊
か
な
綾
の
自
然
を
、み
ん
な

で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

樹
木
プ
レ
ー
ト
を

設
置
し
ま
し
た

コ
ラ
ム

　７
月
29
日
、
中
央
ふ
れ
あ
い
公
園
西

側
で
「
夏
の
生
き
も
の
を
探
そ
う
！
そ
し

て
三
世
代
で
語
ろ
う
会
」
を
開
催
し
、
子

ど
も
５
人
を
含
む
23
人
が
参
加
し
ま
し

た
。　敷

地
内
の
湿
地
に
は
、
浜
ん
こ
の
水

を
利
用
し
た
水
路
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
綾
生
物
多
様
性
協
議
会
で
は
、
流
れ

の
速
い
上
流
、
流
れ
が
遅
く
水
深
の
深

い
下
流
の
池
、
小
さ
な
島
、
た
め
池
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
、
本

来
、
綾
町
に
す
ん
で
い
る
生
き
も
の
を
呼

び
戻
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
日
は
、
10
種
類
の
ト
ン
ボ
を
確

認
で
き
た
ほ
か
、
わ
ず
か
30
分
で
、
ド
ン

コ
や
メ
ダ
カ
、
マ
ツ
モ
ム
シ
、
カ
ニ
、
カ

ワ
ゲ
ラ
、
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
な
ど
の
水
辺

の
生
き
も
の
も
13
種
類
以
上
見
つ
け
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
目
を
き
ら
き
ら

さ
せ
な
が
ら
夢
中
で
生
き
も
の
観
察
を

し
て
い
ま
し
た
。
大
人
も
、
童
心
に
か

え
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　観
察
し
た
後
は
児
童
館
に
移
動
し
、

こ
の
場
所
で
も
っ
と
楽
し
く
、
自
然
を
相

手
に
遊
ぶ
た
め
の
意
見
を
出
し
合
い
ま

し
た
。
今
は
背
丈
の
高
い
草
に
覆
わ
れ

て
い
る
た
め
、
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
て
も

大
人
が
気
付
か
な
い
状
態
で
、
安
心
し

て
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　今
回
の
経
験
を
も
と
に
、
三
世
代
に

わ
た
っ
て
綾
里
の
生
き
も
の
と
触
れ
合

え
る
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

（
綾
生
物
多
様
性
協
議
会
）

　７
月
29
日
か
ら
８
月
１
日
の
４
日

間
、
前
田
町
長
と
工
芸
家
、
綾
小
学
校

教
諭
ら
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
が
、
韓
国

鎮
安
郡
を
訪
問
し
た
。
前
田
町
長
の
訪

問
は
３
度
目
で
、
３
年
前
の
友
好
交
流

協
定
締
結
以
来
、
初
め
て
。
２
日
目
に

は
前
田
町
長
に
よ
る
綾
の
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
の
講
演
会
も
行
わ
れ
た
。

　今
回
の
訪
問
の
大
き
な
目
的
は
、
７

月
の
選
挙
で
新
た
に
鎮
安
郡
守
と
な
っ

た
イ
・
ハ
ン
ノ
氏
と
会
談
す
る
こ
と

で
、
会
談
の
席
で
は
今
後
の
交
流
に
つ

い
て
話
し
合
い
が
が
行
わ
れ
た
。

　新
郡
守
は
元
鎮
安
郡
庁
の
公
務
員

で
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
や
綾
町
の
政
策

に
つ
い
て
も
理
解
が
深
く
、
「
今
後
も

継
続
的
に
綾
町
と
の
交
流
を
深
め
、
お

互
い
に
実
り
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
期

待
し
ま
す
」
と
語
り
、
意
欲
的
な
姿
勢

を
見
せ
た
。
さ
ら
に
今
後
は
、
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
キ
ム
チ
交
流
や
子
ど
も

同
士
の
交
流
、
農
業
、
工
芸
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
分
野
で
の
交
流
を
展
開
す

る
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。

　ま
た
、
民
間
交
流
で
も
実
り
が
あ
っ

た
。
同
行
し
た
綾
町
の
民
間
グ
ル
ー
プ

は
鎮
安
郡
を
拠
点
と
す
る
韓
日
交
流
協

会
の
メ
ン
バ
ー
と
親
睦
を
深
め
、
そ
の

あ
た
た
か
い
も
て
な
し
に
感
激
し
た
様

子
。
さ
ら
に
、
鎮
安
郡
の
染
織
家
キ

ム
・
ヨ
ン
ウ
ン
さ
ん
に
藍
染
め
技
法
を

指
導
し
て
き
た
綾
の
手
紬
染
織
工
房
主

宰
の
秋
山
眞
和
氏
の
訪
問
に
よ
り
、
鎮

い
の
ち
豊
か
な
綾
づ
く
り

「
夏
の
生
き
も
の
、た
く
さ
ん
見
つ
け
た
よ
！
」

海
を
越
え
、

交
流
の
花
咲
く

ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ

生きものの観察に熱中する参加者

捕まえた生きものを
水路に戻す子どもたち

鎮安郡で初めて成功した藍染め作品が昼食会で披露された。
左からキム・ヨンウンさん、秋山眞和さん、
前田穰町長、イ・ハンノ郡守

ヤモリ

アカハライモリ

安
郡
で
も
初
め
て
伝
統
藍
染
め
が
成
功

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
藍
が
発
酵
す

る
と
あ
ぶ
く
が
出
始
め
ま
す
。
そ
の
様

子
を
『
花
が
咲
く
』
と
言
い
ま
す
が
、

今
回
、
藍
と
同
様
に
私
た
ち
の
間
に
も

交
流
の
花
が
咲
い
た
よ
う
で
す
」
と
秋

山
氏
は
語
っ
た
。

　重
要
な
の
は
、
今
回
咲
い
た
交
流
の

花
が
種
を
結
び
、
ま
た
次
の
花
を
咲
か

せ
る
ま
で
、
時
間
を
か
け
て
大
切
に
育

て
て
い
く
こ
と
。
今
後
も
官
民
と
も
に

実
り
あ
る
交
流
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

鎮安郡のキムチ工場を視察

鎮安郡のシンボル

馬耳山（マイサン）
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は
児
童
館
に
移
動
し
、

こ
の
場
所
で
も
っ
と
楽
し
く
、
自
然
を
相

手
に
遊
ぶ
た
め
の
意
見
を
出
し
合
い
ま

し
た
。
今
は
背
丈
の
高
い
草
に
覆
わ
れ

て
い
る
た
め
、
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
て
も

大
人
が
気
付
か
な
い
状
態
で
、
安
心
し

て
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　今
回
の
経
験
を
も
と
に
、
三
世
代
に

わ
た
っ
て
綾
里
の
生
き
も
の
と
触
れ
合

え
る
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

（
綾
生
物
多
様
性
協
議
会
）

　７
月
29
日
か
ら
８
月
１
日
の
４
日

間
、
前
田
町
長
と
工
芸
家
、
綾
小
学
校

教
諭
ら
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
が
、
韓
国

鎮
安
郡
を
訪
問
し
た
。
前
田
町
長
の
訪

問
は
３
度
目
で
、
３
年
前
の
友
好
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流

協
定
締
結
以
来
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初
め
て
。
２
日
目
に

は
前
田
町
長
に
よ
る
綾
の
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
の
講
演
会
も
行
わ
れ
た
。

　今
回
の
訪
問
の
大
き
な
目
的
は
、
７

月
の
選
挙
で
新
た
に
鎮
安
郡
守
と
な
っ

た
イ
・
ハ
ン
ノ
氏
と
会
談
す
る
こ
と

で
、
会
談
の
席
で
は
今
後
の
交
流
に
つ

い
て
話
し
合
い
が
が
行
わ
れ
た
。

　新
郡
守
は
元
鎮
安
郡
庁
の
公
務
員

で
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
や
綾
町
の
政
策

に
つ
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て
も
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解
が
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く
、
「
今
後
も

継
続
的
に
綾
町
と
の
交
流
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め
、
お

互
い
に
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り
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と
な
る
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う
期

待
し
ま
す
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な
姿
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を
見
せ
た
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健
康
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く
り
の
た
め
の
キ
ム
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子
ど
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同
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の
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流
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農
業
、
工
芸
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
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分
野
で
の
交
流
を
展
開
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る
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。
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す
る
韓
日
交
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あ
た
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か
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に
感
激
し
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様

子
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さ
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、
鎮
安
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織
家
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ム
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ヨ
ン
ウ
ン
さ
ん
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藍
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め
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法
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指
導
し
て
き
た
綾
の
手
紬
染
織
工
房
主

宰
の
秋
山
眞
和
氏
の
訪
問
に
よ
り
、
鎮

い
の
ち
豊
か
な
綾
づ
く
り

「
夏
の
生
き
も
の
、た
く
さ
ん
見
つ
け
た
よ
！
」

海
を
越
え
、

交
流
の
花
咲
く

ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ

生きものの観察に熱中する参加者

捕まえた生きものを
水路に戻す子どもたち
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ヤモリ

アカハライモリ

安
郡
で
も
初
め
て
伝
統
藍
染
め
が
成
功

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
藍
が
発
酵
す

る
と
あ
ぶ
く
が
出
始
め
ま
す
。
そ
の
様

子
を
『
花
が
咲
く
』
と
言
い
ま
す
が
、

今
回
、
藍
と
同
様
に
私
た
ち
の
間
に
も

交
流
の
花
が
咲
い
た
よ
う
で
す
」
と
秋

山
氏
は
語
っ
た
。

　重
要
な
の
は
、
今
回
咲
い
た
交
流
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花
が
種
を
結
び
、
ま
た
次
の
花
を
咲
か

せ
る
ま
で
、
時
間
を
か
け
て
大
切
に
育

て
て
い
く
こ
と
。
今
後
も
官
民
と
も
に

実
り
あ
る
交
流
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

鎮安郡のキムチ工場を視察

鎮安郡のシンボル

馬耳山（マイサン）
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Aya Town News

宮崎県教育功労者表彰

　前綾町教育委員会教育委員の

海野淑子さんが、７月16日に開催

された宮崎県市町村教育委員会

連合会総会で、宮崎県教育功労者

表彰を受けられました。

　平成13年12月から３期12年

間にわたって、綾町教育委員会教

育委員として、教育行政の発展の

ために尽くした功績が認められ

たものです。

　おめでとうございます。

綾町建友会草刈り作業
ありがとうございました

　7月18日、綾町建友会7業者の

皆さんによる錦原小田爪線法面

の草刈り作業が実施されました。

暑い中での奉仕作業ありがとう

ございました。

　綾町建友会と綾町は「応急対策

業務に関する基本協定」を平成24

年に取り交わしており、地震災

害、風水害、口蹄疫などの災害が

発生した場合、綾町からの協力要

請を受け、応急対策業務などに従

事していただきます。

綾町指定無形文化財
「藍染め技法」の保持者を認定

　有光信二氏（綾の手紬染織工房）

に、綾町指定無形文化財「天然灰汁

（あく）発酵建ての藍染め技法」の保

持者認定をしました。

　藍染め技法は、平成20年３月に無

形文化財に指定されており、有光氏

は同工房主宰の秋山眞和氏に次いで

２人目の認定保持者となります。

　有光氏は藍染め職人として27年

の経験を積まれ、平成23年３月には、

宮崎県伝統工芸士の認定も受けられ

ています。

平成26年度　東諸県郡
小学校体育連盟水泳教室

水道施設清掃奉仕作業
ありがとうございました

　７月25～26日に開催された宮

崎県中学校総合体育大会で、綾中

学校柔道部が素晴らしい結果を残

しました。九州大会、全国大会で

も、さらなる栄冠を期待します。

綾中学校柔道部
九州大会・全国大会出場

　7月1日に町内の上水道指定店

7業者による水道施設清掃奉仕作

業が行われました。

　この日、錦原配水池をはじめ、

水源地や各中継ポンプ場の除草、

タンク外装の洗浄をしていただ

きました。

　上水道指定店の皆さんには常

日ごろから安定した水の供給な

どにご協力いただいております。

非常に暑い中での作業ありがと

うございました。

　7月23日、国富町立本庄小学校で

東諸県郡小学校体育連盟水泳教室

が開催され、綾小学校5,6年生の代

表65人が参加しました。3位内入賞

は、次の通りです。おめでとうござい

ます。

綾中学校　吹奏楽部　銀賞受賞
綾小学校　 合唱部 　銅賞受賞

　７月20日宮崎市民文化ホールにて行

われた、宮崎県吹奏楽コンクールで、綾

中学校吹奏楽部が６年連続の銀賞を獲

得しました。想いのこもった素晴らしい

ハーモニーで、会場中に感動を与えてく

れました。

　また、８月６日メディキット県民文化

センターにて行われた、ＮＨＫ全国学校

音楽コンクールの宮崎県コンクールで、

綾小学校合唱部が銅賞を獲得しました。

澄んだ声が重なる美しいコーラスで、会

場から盛んな拍手が贈られました。

　7月14日に平成25年度露地野菜生産者大会、7月23日に第43回平成25年度野菜生産者大会が開催されま

した。表彰者は次のとおりです。受賞おめでとうございます。

綾町露地野菜生産者大会・野菜生産者大会が開催されました

綾町農業協同組合代表理事組合長賞

岩脇隆　市來了　畑中通男

綾町露地園芸振興協議会会長賞

井手久子　下田幸男　坂井英雄

特別賞

岩脇隆

宮崎県経済農業協同組合連合会会長賞

市來了

露地野菜生産者大会

綾町農業協同組合代表理事組合長賞

最優秀賞　　德弘正敏

優秀賞　　　伊東幸代　日髙政行

優良組織賞　平成支部

綾町野菜振興協議会会長賞

努力賞　　　郡山和志　迫間達美

　　　　　　黒木隆　　川上俊二　古市朋春

特別賞　　　德弘正敏

宮崎県経済農業協同組合連合会会長賞

伊東幸代　日髙政行

みやざき農業共済組合組合長賞

平成支部

野菜生産者大会

綾小学校
合唱部

綾中学校
吹奏楽部

男子団体　優勝　女子団体　３位
個人戦男子 （3年）東　裕哉 ２位（60kg）
　　　　　 （3年）佐藤拓見 ３位（66kg）
　　　　　 （3年）丸山海舟 １位（73kg）
　　　　　（2年）片岡聡一郎１位（81kg）
個人戦女子 （2年）原田稚菜 ３位（48kg）
　　　　　 （1年）猿渡かおる３位（52kg）
　　　　　（3年）湯浅妃花梨 １位（70kg）

大会結果

6年女子25m自由形　第2位　谷崎真穂
6年女子25ｍ平泳ぎ　第3位　市野瀬虹
5年男子50ｍ平泳ぎ　第2位　水渕主喜
5年男子100ｍリレー　第3位
田所叶夢・中矢結心・岡元春樹・水渕主喜
6年女子100ｍリレー　第3位
神戸彩葉・藤島亜里紗・和田ゆかり・谷崎真穂

大会結果

※団体戦および個人戦ともに、１位は九州大会、全国大会に出場。
　２位は九州大会に出場。
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綾町は日本で最も美しい村連合に加盟しています。
また、平成24年7月11日に、ユネスコ エコパークに登録されました。

（左／日本で最も美しい村連合ロゴマーク　右／綾ユネスコ エコパークロゴマーク）
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消防団夏期訓練・操法大会開催
ご長寿おめでとうございます
～敬老会開催日程案内他～
綾の花火大会開催について
救急車の利用について
特殊詐欺に注意～警察署から～
綾町農業支援センター設置について
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総数：7,287人（-7）／世帯数：2,904戸（-2）
男：3,399人（-2）／女：3,888人（-5）

［転入17人、転出20人、出生3人、死亡7人］

※（　）は前月比、現住人口調査平成26年8月1日現在

寄付金額／ 113,818,001円（前年同月12,610,000円）

寄付者数／ 8,311人（前年同月798人）

※平成26年7月31日現在
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★広報あや「Aya Style」10月号の配布日（各地区配付担当者への配付日）は、9月26日（金）の予定です。
各世帯（自治公民館組織加入者のみ）へは、9月26日（金）～30日（火）の閒に配付される予定です。

今月の表紙

「綾ふるさと
            夏まつり」
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　今年も夏まつり取材で、綾神社神輿の町内巡行の様子を終日撮影しました。青空の下、深緑の
山並みと回りに広がる水田をバックに神輿が通過する様子がとても美しく綾らしい風景でし
た。また、世代の違う担ぎ手同士が協力しながら神輿を担ぎ各地区を巡行する様子がとても印
象的でした。ずっと継承されているこのまつりとその風景はずっと先の未来まで受け継がれて
ほしいです。

７月に開催された、綾ふる

さと夏まつり「綾神社神

輿」町内巡行の様子。担ぎ

手は各地区で地域繁栄の

ために歌も披露。住民等か

らあたたかいもてなしを

受けていた。
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照 葉 樹 林 と 共 に 生 き る ま ち “ 綾 ”

　８月１日、宮崎県身体障害者団体連合会より推薦を受
けて、綾町長から大西兼文さん（北麓地区）と、徳山三枝
子さん（四枝地区）に身体障がい者相談員の委嘱状が交
付されました。相談員は障がいを持つ人やそのご家族の
さまざまな相談に応じています。相談のある人は下記ま
でご連絡ください。

身体障がい者相談員
委嘱状交付

　平成27年度固定資産評価診査委員会の委員に前田
晃一さん（南麓地区）、小田圀彦さん（宮谷地区）、三行
裕さん（割付地区）が選任されました。任期は、平成26年
８月１日から平成29年７月31日までとなります。

※固定資産評価審査委員会制度は、固定資産課税台帳に登録された価格に関する不服の審査を、課税の主体である市町村長から独立した中立
的な第三者機関(固定資産評価審査委員会)に行わせることにより固定資産評価の客観的合理性を担保し、納税者の権利を保護するととも
に、固定資産税の課税の適正を期そうとする趣旨で設けられています。

固定資産評価審査委員を選任

大西 兼文　　TEL.77-2012　

徳山 三枝子　TEL.77-0525

　「広報あや」の紙面をパソコンやスマートフォン、タブレット端末などで「電子

ブック」として見ることができます。お出かけ先で、くらしのカレンダーやさま

ざまな情報を確認でき便利です。是非ご利用ください。また、このサイトでは、綾

町が発行している観光パンフレットなども見ることができます。

「広報あや」をも
っと身近に

左から大西兼文さん、徳山 三枝子さん

左から前田晃一さん、小田圀彦さん、三行裕さん


